
ジアミド系殺虫剤による
マメシンクイガの防除対策
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①2018年3月1日現在、ジアミド系殺虫剤として、プレバソンフロアブル5および
フェニックス顆粒水和剤がダイズのマメシンクイガに対して農薬登録されていま
す。なお、本情報はプレバソンフロアブル5を供試した結果に基づいています。

ジアミド系殺虫剤の
マメシンクイガ被害粒率抑制効果

１回散布で

開花 日後頃の散布は

②薬量が不足すると防除効果が低下するので、規定量を均一に散布してください。

③マメシンクイガの発生が極めて多い場合、安定した防除効果が得られないことが
あります。また、本種はダイズ連作ほ場で発生密度が増加することが知られてい
るので、前年度に本種の被害が多かったほ場では、ダイズの作付けはなるべく
避けてください。

（お問い合わせ先）
鳥取県農業試験場 環境研究室 電話 0857-53-0721

本書から転載複製する場合には

必ず鳥取県農業試験場の許可を受けて下さい

特に、

防除効果
×：2015年試験

●：2016年試験

◆：2017年試験Ⅰ

◇：2017年試験Ⅱ

試験場所：三朝町 品種：三朝神倉
開花日：2015年試験；8/15

2016年試験；8/14
2017年試験Ⅰ；8/16
2017年試験Ⅱ；8/10

供試薬剤：プレバソンフロアブル5
(4000倍)

試験場所：三朝町 品種：三朝神倉
開花日：8/14～16
供試薬剤：プレバソンフロアブル5

(4000倍)
処理量：200L/10a
処理日：開花19～22日後

被害粒率を 抑えます低く

１５～２０
安定した

【本情報を活用する際の留意事項】

発生ほ場においても多～甚


